
お茶室ロード ～茶室のあるまちの町人文化～
2 吉村人形店1

良王君ゆかりのお寺です。
津島神社の神主を務めた氷室長翁
ゆかりの茶室「椿園」があります。
茶室は非公開です。

本町筋の人形屋さん。店奥に一六
庵という茶室があります。
お茶室の見学については、電話
（0567-26-2947）へお問合せくだ
さい。
【定休日】月曜日

横町にあるお茶屋さん（お茶販売
店）。
店内に二畳敷の茶室があります。
店内でお抹茶を挽いています。
【定休日】月曜日（不定休）

津島神社南鳥居の脇にあります。
抹茶を点てる体験ができます。
開館時間：10:00～16:00
（10月１日～3月31日は15:00まで）
【定休日】木曜日

伊藤才兵衛さん（陶芸家）が寄贈
された茶室があります。
茶室は非公開です。

天王通りにある餅菓子屋さん。店
内でお菓子と飲み物（抹茶やコー
ヒーなど）のセットをいただくこと
ができます。【定休日】月曜日

蔵の内部を改造して設えた茶室
「吉法庵」があります。
【休館日】月曜日、月曜日が祝日
の場合は翌平日

江戸時代の町家建築で、国の重
要文化財です。久田宗参設計の
茶室、庭があります。
観覧日時：土・日・祝日10:00～
15:00、観覧料：300円、平日は
５名以上で要予約。
【問合せ】社会教育課0567-24-1111

瑞泉寺 3 伊勢屋茶舗

5 尾張津島観光
センター

4 堀田家住宅 6 津島神社
（参集所）

7 三木屋
8 観光交流
センター
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河村屋菓子舗

柿屋饅頭

津島には歴史的な風情のある町家が連なる町並みがあります。本町筋はその代表です。町家の多くは切妻平入りの瓦
葺、通りに面した部分の２階を塗籠(ぬりごめ)にはせず、１、２階共に格子を入れています。防火のために袖壁（袖う
だつともいう。）を付けている家もあります。家の構造は通り庭を南側に取り、部屋が１列または２列に並ぶ形式が基本
です。通り庭をぬけたその奥に中庭、蔵を配置するため、通りから蔵が見えないことも特徴と言えるでしょう。さらに、
敷地に余裕のある家では独立した茶室が設けていますが、多くは建物の内部に小間や広間の茶室を設えています。それ
も１軒の町家で複数の茶室を設えている点が津島ならではの特徴です。本町筋は茶室を備えている町家が多いことから
お茶室ロードと呼ぶことがあります。この地域は日常的にお茶を嗜む文化が根付いています。それゆえ町家にもお茶室
の設えを取り入れたのでしょう。津島のまちの人々 の文化の粋は町家の外観にも見て取れます。お茶室は家の中のプライ
ベート空間なので公開されていませんが、通りに面した外観はご覧いただくことができます。津島の町並みは町家で暮ら
し続ける人々 の心意気によって守られています。
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町並み好きオススメ

↓830 m
　
↓340 ｍ
　
↓50 m
　
↓470 m
　
↓100 m
　
↓200 m
　
↓360 m
　
↓250 m
　

全長約2600 m
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⑧観光交流センター

8

津島饅頭

わたよ菓子舗

桔梗屋
あけぼの

らく楽菓子舗

天王通１ 天王通５

今市場町２

今市場町３

コンビニ

交番

道標

コンビニ

天
王
川
公
園

津島神社

観光交流
センター

WC

WC

WC

WC

WC

津島駅

スタート

WC

トトトトト 津
島
駅

名
鉄
尾
西
線

名
鉄
津
島
線

本
町
筋

※ 津島神社
疫病厄難除けで
知られる
全国天王総本社

※ 天王川公園
天王祭や藤まつりの
舞台である憩いの公園

※ 本町筋
古い町並みの残る通り
津島の旧市街地を構成

小路めぐり  津島市探訪　
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